
「高校生ＩＣＴ Conference 201９ in 石川」を開催
人はなぜＳＮＳを使うのか？ ～ 改めて考えるＳＮＳの使い方 ～

お問い合わせ先 ： 情報通信部電気通信事業課 電話 ０７６－２３３－４４２２

総務省は、令和元年８月２５日（日）、金沢市内のリファーレ１０階会議室にお
いて、安心ネットづくり促進協議会（会長 新美 育文）、大阪私学教育情報化研究
会（会長 井藤 眞由美（関西学院千里国際中等部・高等部校長））、一般財団法人
草の根サイバーセキュリティ運動全国連絡会（代表理事 佐々木 良一）とともに、
高校生によるワークショップ「高校生ＩＣＴ Conference 2019 in 石川」を開催
し、石川県内の３校から生徒１９人が参加しました。

高校生ＩＣＴ Conferenceは、電気通信事業者団体・企業・有識者・関係府省庁
が連携し、青少年のインターネット利用環境整備を目指した事業として2011年か
ら毎年度開催されているもので、今年度は全国１９カ所で開催予定となっています。

当日は、草の根サイバーセキュリティ運動全国連絡会の吉岡 良平氏の司会により開始され、第一部では、松
原 卓氏（（一社）インターネットコンテンツ審査監視機構）が「ネットでの賢い自己表現」、細川 一人氏（ＫＤ
ＤＩ株式会社北陸総支社管理部マネージャー）が「５Ｇ、そして未来」と題して講演しました。

第二部では、参加者を４つの班に編成し、高校生による熟議として、「人はなぜＳＮＳを使うのか？ ～ 改
めて考えるＳＮＳの使い方 ～」をテーマに議論を行いました。各班では、「人はなぜＳＮＳを使うのか」「Ｓ
ＮＳの光と影は」「自分たちが取り組める対策は」などについて意見交換を行い、最後に、班ごとに電気通信
事業者や政府等に対する提言を取りまとめ発表しました。
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参加者の集合写真

当日、各班で取りまとめられた提言などは、１１月３日（日）に東京で開催される
「高校生ＩＣＴ Conference in サミット※」 において、石川県代表に選出された小
松大谷高等学校から報告される予定です。

最後に、金沢大学人間社会学域学校教育学類附属教育実践支援センター准教授 加
藤 隆弘氏が、各班からの発表について講評し、参加者に「これからのネットワーク
社会でＳＮＳをどのように活用していくのか、柔軟な発想で考えられるのは皆さんで
あり、皆さんが自らの価値感を磨いていき、使い方などのルールを作ることにチャレ
ンジしてほしい」とメッセージを送り「高校生ＩＣＴ Conference 2019 in 石川」
を締めくくりました。

※ ２０１８年の「高校生ＩＣＴ Conference in サミット」の概要は次のホームページに掲載されています。
https://www.good-net.jp/ict-conference/2018/tokyo2018/
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